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水稲の増収に向けた講習会を開催 
 

 京築管内は水田農業が主体の地域であり、約 5,000ha の水稲が作付けされています。

６年産は、近年問題となっていたイネカメムシの被害を効果的な防除対策により最小限

に抑えることができましたが、猛暑の影響で収量は例年より低くなりました。地域の農

業者からは、昨今の米不足の状況もあり、収量を回復するための対策が強く求められて

いました。 

そこで、７年産の取組として水稲の収量確保に向けた講習会を６月 23 日と 25 日に行

橋市内の４か所で開催したところ、農業者 50 人が参加しました。 

 普及指導センターから６年産水稲の反省と７年産の増収に向けた栽培管理として、中

干しから収穫期までの水管理、穂肥の施肥量と施肥時期、イネカメムシの発生状況や防

除について説明しました。そのほか、熱中症予防と農作業安全についても注意喚起しま

した。JA 福岡京築からは、実際の水稲の分げつを数える方法や中干しの重要性、畦畔の

除草の省力化につながる除草剤体系の紹介がありました。講習会後は農業者と共に現地

ほ場も見学して、実際に水稲を見ながら現在の生育状況を確認しました。 

普及指導センターでは、今後も関係機関と連携した講習会の開催や現地指導により、

水稲の安定生産に向けた支援を行っていきます。 
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